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湯河原梅林「梅の宴」〜約4,000本の梅のじゅうたん〜
場所：幕山公園　湯河原町鍛冶屋923
※今年は2023/2/4（土）〜3/12（日）に開催します。



健
康
で
輝
か
し
い
年
に

 
理
事
長
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人
　
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
理
事
長
　
安
藤
　
正
義

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
が
依
然
続
く
中
、

神
奈
川
県
が
当
番
県
と
な
り
『
第

34
回
全
国
健
康
福
祉
祭 

ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
２
０
２
２
』
が

「
神
奈
川
に
咲
か
せ
長
寿
の
い
い
笑

顔
～
未
病
改
善
で
ス
マ
イ
ル
１
０

０
歳
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
担
当
す

る
“
地
域
文
化
伝
承
館
”
は
、
神

奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
横

浜
市
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
の
３

つ
の
政
令
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
主
管
団
体
と
し
て
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
日
頃
の
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
を
紹
介
し
た
展
示
ブ
ー

ス
、
地
域
に
残
る
民
俗
芸
能
や
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る
歌
や
舞
、

太
鼓
や
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
３

日
間
の
イ
ベ
ン
ト
が
成
功
裏
に
実

施
で
き
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
特
に
出
展
と
出
演
に
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
会
員

の
皆
様
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
県
民
を
は

じ
め
全
国
か
ら
お
越
し
の
皆
様
に
、

神
奈
川
県
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

一
端
を
ご
紹
介
す
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
騒
動
も
３
年
が
過
ぎ
ま

す
が
、
一
向
に
お
さ
ま
る
こ
と
な

く
、
感
染
者
の
発
生
が
続
い
て
い

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
５
回
目

と
進
ん
で
お
り
、
新
し
い
治
療
薬

の
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

新
年
こ
そ
は
、
感
染
症
へ
の
万
全

の
予
防
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
老
人

ク
ラ
ブ
事
業
の
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
頃

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
仲
間
が
集
い
、
私
た
ち
自

身
の
健
康
と
生
き
が
い
を
育
み
、

そ
し
て
地
域
の
福
祉
向
上
に
も
貢

献
す
る
活
動
を
楽
し
く
続
け
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
兎
年
で
す
。
詐

欺
の
語
源
は
、
日
本
神
話
の
“
因

幡
の
白
兎
”
の
中
で
、
サ
メ
を
騙

し
て
海
を
渡
ろ
う
と
し
た
こ
と
が

バ
レ
て
痛
い
目
に
あ
っ
た
、
あ
の

日
本
神
話
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

く
れ
ぐ
れ
も
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に

は
合
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

新
し
い
年
が
、
会
員
の
皆
様
が

健
康
で
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
に
あ
た
っ

て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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令
和
4
年

７
月

22日 役員研修会（詳細8～9頁）

26日 全老連「事務局長会議」

８
月

3日 活動推進員研修会（オンライン）①

8日 全老連「活動推進員等セミナー」

９
月

12日 基金管理委員会

15日
関東ブロック老連
「活動推進員研修会」
（担当：千葉市）

16日 編集委員会

10
月

3日 共同募金街頭活動 ②

7日 理事会

13～
14日

関東ブロック老連「連絡協議会」
（担当：横浜市）

11
月

8日 全国老人クラブ60周年記念大会
（国技館）（12頁）

12～
14日

ねんりんピックかながわ2022
「地域文化伝承館」
（6～7頁）

12
月

1日 功労者の集い（4～5頁）

13日 基金管理委員会

16日 役員研修会 ③

②�女性会議員による桜木町駅前での街頭活動を
行いました。（敬称略、左から）小澤（横須
賀市）、佐久間（藤沢市）、中村（茅ヶ崎市）

③「�かながわ」部会に分かれて討議した後、全
体会で報告をしました。

①�スマホやパソコンで連絡や会議を行っている
老連の事例発表（3つ）と講師によるスマホ
研修会を企画する時のヒントについて学んだ。

県老連の動き県老連の動き
〜事業実施のご報告〜〜事業実施のご報告〜
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◆
神
奈
川
県
知
事
表
彰

【
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
、
認
知
症

高
齢
者
又
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に

対
す
る
奉
仕
活
動
】

　

川
崎
市　

境
町
若
草
会　

�

　

藤
沢
市　

明
治
友
愛
チ
ー
ム　

�

　

秦
野
市　

本
町
第
五
友
愛
チ
ー
ム�

　

大
和
市　

札
の
辻
友
愛
チ
ー
ム

　

綾
瀬
市　

大
上
第
一
む
つ
み
会
友
愛
チ
ー
ム

【
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
貢
献
】

　

横
浜
市　

烏
田　

次
雄　

�

　

三
浦
市　

下
村
美
知
子　

�

　

二
宮
町　

石
綿　
　

進　

�

　

山
北
町　

矢
吹　
　

浩　

�

　

箱
根
町　

勝
又　
　

實　

�

【
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
活
発
で
他
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
模
範
と
な
る
も
の
】

　

川
崎
市　

観
音
第
4
老
人
ク
ラ
ブ　

　

厚
木
市　

互
朗
会　

�

　

大
和
市　

冨
士
美
会　

�

　

綾
瀬
市　

落
合
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

【
優
良
単
位
ク
ラ
ブ
表
彰
】

　

箱
根
町　
　

箱
根
長
寿
会　

�

　

相
模
原
市　

相
模
台
団
地
寿
会　

�

【
育
成
功
労
者
表
彰
】

　

三
浦
市　
　

川
松　

賢
治　

�
　

南
足
柄
市　

樋
口　

恢
作　

�
　

相
模
原
市　

安
藤　

正
義　

�

　

　

板
倉　

忠
臣　

�

【
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
】

　

清
川
村　
　

清
川
村
緑
こ
と
ぶ
き
連
合
会

◆�

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

【
育
成
功
労
表
彰
】

　

藤
沢
市　
　

山
田　

耕
嗣　

�

　

山
北
町　
　

矢
吹　
　

浩　

�

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
】

　

横
須
賀
市　

ハ
イ
ラ
ン
ド
三
丁
目
悠
遊
く
ら
ぶ

【
優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
表
彰
】

　

綾
瀬
市

　
　

綾
瀬
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

神
奈
川
県
知
事
・
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

神奈川県老人クラブ等功労者のつどい（県知事表彰）12月1日

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
関
ブ
ロ
会
長
表
彰
】

　

横
須
賀
市　

加
藤　

春
樹　

�

　

平
塚
市　
　

福
岡　

光
夫　

�

　

相
模
原
市　

石
黒　

雄
彦　

�
　

大
和
市　
　

高
瀬　

英
一　

�
　

　
　

菊
池　

信
良　

�

　

座
間
市　
　

関　
　

伴
治　

�

　

南
足
柄
市　

小
川　

榮
子　

�

　

葉
山
町　
　

山
崎　

時
彦　

�

　

開
成
町　
　

浅
井　

佐
一　

�

　

箱
根
町　
　

高
辻　

秀
樹　

�

　

真
鶴
町　
　

中
村
多
美
枝　

�

　

湯
河
原
町　

市
原　

尚
武　

�
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◆�
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

理
事
長
表
彰

【
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
】

　

横
須
賀
市

　
　

皆
ヶ
作
第
二
長
寿
会

　
　

ハ
イ
ラ
ン
ド
1
丁
目
夢
ク
ラ
ブ

　
　

ハ
イ
ラ
ン
ド
2
丁
目
偕
楽
ク
ラ
ブ

　

藤
沢
市

　
　

上
高
倉
ゆ
め
ク
ラ
ブ

　
　

弥
勒
寺
夢
ク
ラ
ブ

　
　

第
二
藤
の
会

　

相
模
原
市

　
　

千
代
田
6
丁
目
ひ
ば
り
ク
ラ
ブ

　

秦
野
市

　
　

戸
川
第
一
長
寿
会

　

厚
木
市

　
　

仲
北
銀
友
会

　
　

白
山
白
友
会

　

大
和
市

　
　

桜
森
ク
ラ
ブ

　
　

宮
久
保
ク
ラ
ブ

　

南
足
柄
市

　
　

苅
野
仙
賑
会

　

綾
瀬
市

　
　

大
上
虹
の
会

　

二
宮
町

　
　

�

富
士
見
が
丘
3
丁
目
・
松
根
ゆ
め
ク
ラ
ブ

【
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
】

　

横
須
賀
市

　
　

轟　
　

光
明
（
シ
ニ
ア
絆
の
会
）

　
　

関　
　

誠
一
（
森
崎
共
楽
会
）

　
　

加
藤　
　

修
（
天
神
長
寿
会
）

　
　

中
村　
　

剛
（
平
作
第
一
長
寿
会
）

　
　

尾
崎　

満
男
（
久
留
和
寿
会
）

　
　

野
田　

敏
則
（
八
幡
く
す
の
き
会
）

　

平
塚
市

　
　

井
上　

雄
允
（
宮
の
前  

第
二
心
友
会
）

　
　

上
原　

シ
ヅ

　
　
　
（
土
屋
福
寿
会
連
合
会  

第
4
支
部
）

　

鎌
倉
市

　
　

金
子　

良
夫
（
雪
ノ
下
寿
会
）

　
　

出
村　

昌
子
（
七
里
ガ
浜
さ
つ
き
会
）

　
　

原
山　

正
征
（
腰
越
・
津
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
）

　

藤
沢
市

　
　

八
木　
　

喬
（
第
一
ほ
ほ
え
み
会
）

　
　

小
幡　

良
喜
（
藤
沢
辻
堂
湘
南
友
の
会
）

　
　

植
木　

謙
治
（
辻
堂
西
町
楽
し
み
会
）

　
　

山
内　

幹
郎
（
辻
堂
の
茶
話
会
）

　
　

古
屋　

君
枝
（
湘
寿
会
）

　

小
田
原
市

　
　

栗
原　

稔
育
（
寿
楽
会
）

　
　

杉
山　

栄
一
（
向
原
長
楽
会
）

　
　

堀
内　
　

勇
（
第
一
寿
栄
広
会
）

　
　

辻󠄀　
　

喜
治
（
友
和
会
）

　

茅
ヶ
崎
市

　
　

北
詰　

隆
美
（
矢
畑
第
二
真
寿
会
）

　
　

阿
部　

敏
廣

　
　
　
（
茅
ヶ
崎
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
　

木
村　

洋
子
（
東
海
岸
北
第
一
ク
ラ
ブ
）

　

相
模
原
市

　
　

関
口　
　

潔
（
京
寿
会
）

　
　

辻
田　

勇
二
（
東
嶽
之
内
と
き
わ
会
）

　
　

大
神
田　

賢
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
関
口
）

　
　

関
田　

勝
利

　
　
　
（
千
代
田
6
丁
目
ひ
ば
り
ク
ラ
ブ
）

　
　

吉
倉　

孝
夫
（
清
新
す
み
れ
寿
会
）

　
　

齋
藤　

弘
文
（
葉
山
島
友
和
ク
ラ
ブ
）

　

三
浦
市

　
　

石
渡　

道
臣
（
つ
く
し
会
）

　

秦
野
市

　
　

杉
田　
　

宏
（
東
道
長
寿
会
）

　

厚
木
市

　
　

橋
本　

勝
彦

　
　
　
（
そ
り
だ
ハ
イ
ツ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
　

森
田　

正
治
（
田
園
ひ
な
し
会
）

　
　

平
戸　
　

卓
（
鳶
尾
三
丁
目
三
友
会
）

　
　

三
橋　

正
義
（
小
野
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
）

　

大
和
市

　
　

竹
田　

京
子
（
南
鶴
間
ク
ラ
ブ
）

　
　

角
川　

信
雄
（
札
の
辻
ク
ラ
ブ
）

　
　

三
原　

徹
夫
（
第
一
鶴
寿
会
）

　

海
老
名
市

　
　

安
西　

輝
夫
（
上
今
泉
長
寿
会
）

　
　

清
水　
　

護
（
望
地
ゆ
め
ク
ラ
ブ
）

　

座
間
市

　
　

二
村　

利
夫
（
ひ
ば
り
が
丘
松
葉
会
）

　

綾
瀬
市

　
　

豊
田　

民
夫

　
　
　
（
上
土
棚
南
あ
ゆ
み
ク
ラ
ブ
）

　

　

寒
川
町

　
　

金
澤　

純
一
（
新
町
新
生
会
）

　
　

右
城　

栄
一
（
小
谷
パ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　

二
宮
町

　
　

山
崎　

恵
二
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
元
町
第
一
）

　

箱
根
町

　
　

福
住　

正
巳
（
第
四
長
生
会
）

【
友
愛
チ
ー
ム
表
彰
】

　

横
須
賀
市

　
　

長
瀬
友
愛
チ
ー
ム　

�

　
　

ハ
イ
ラ
ン
ド
1
丁
目
夢
ク
ラ
ブ
友
愛
チ
ー
ム�

　

藤
沢
市

　
　

東
楽
生
友
愛
チ
ー
ム　

�

　
　

オ
ア
シ
ス
大
台
友
愛
チ
ー
ム　

　
　

オ
ア
シ
ス
太
陽
友
愛
チ
ー
ム　

　
　

湘
南
台
ふ
れ
あ
い
会
友
愛
チ
ー
ム

　
　

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
友
愛
チ
ー
ム

　
　

し
ず
か
友
愛
チ
ー
ム　

�

　

小
田
原
市

　
　

足
柄
第
２
友
愛
チ
ー
ム�

　
　

下
曽
我
Ｂ
友
愛
チ
ー
ム�

　
　

中
里
２
区
悠
々
会
友
愛
チ
ー
ム

　
　

鴨
宮
４
区
第
１
友
愛
チ
ー
ム　

　

大
和
市

　
　

遊
楽
会
友
愛
チ
ー
ム　

�

　
　

さ
く
ら
ぎ
会
友
愛
チ
ー
ム�

　
　

友
愛
チ
ー
ム
・
宮
久
保　

�

　

南
足
柄
市

　
　

雨
坪
ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
友
愛
チ
ー
ム

　
　

�

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
陽
だ
ま
り
友
愛
チ
ー
ム
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令
和
４
年
11
月
12
日
（
土
）
～
14
日 

（
月
）
の
３
日
間
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
２
２　

地
域
文
化
伝
承
館
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
ブ
ー
ス
は
12
日

（
土
）
か
ら
14
日
（
月
）
の
３
日
間
、
横

浜
産
貿
ホ
ー
ル
に
て
開
催
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
は
13
日（
日
）に
神
奈
川
県
民
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
日
に
は
、
三
笠
宮
家
の
彬
子
女
王

殿
下
が
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ

２
０
２
２
総
合
開
会
式
（
横
浜
ア
リ
ー

ナ
）
に
御
臨
席
さ
れ
た
の
ち
、
地
域
文

化
伝
承
館
（
横
浜
産
貿
ホ
ー
ル
）
に
お

成
り
に
な
ら
れ
、
展
示
を
ご
鑑
賞
さ
れ

ま
し
た
。
友
愛

ブ
ー
ス
で
は
安
藤

理
事
長
よ
り
友
愛

活
動
に
つ
い
て
ご

説
明
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。

◆�

中
国
獅
子
登
場
の
開
催
地
ら
し
い
開

館
式

　

産
貿
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
た
ミ
ニ
ス

テ
ー
ジ
に
て
、
開

館
式
の
式
典
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
横
浜
中
華

街
に
あ
る
、
中
華

学
院
に
よ
る
獅
子

舞
が
、
に
ぎ
や
か
に

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

◆
出
展
ブ
ー
ス

　

３
日
間
を
通
し
て
23
ブ
ー
ス
が
展
示

や
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
高
齢
者
の
豊

か
な
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
日
頃
の

活
動
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
手
作
り

の
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
来

場
者
が
体
験
で
き
る
ブ
ー
ス
は
大
盛
況

で
、
健
康
づ
く
り
の
体
験
が
で
き
る
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
の
使
い
方
や
フ
レ

イ
ル
体
操
な
ど
は
、
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
で

も
紹
介
し
ま
し
た
。

横浜産貿ホールと
神奈川県民ホールにて

開催されました！

除幕式の様子
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◆
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

お
め
で
た
い
「
鶴
亀
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
続
き
、
踊
り
、
唄
、
寸
劇
、
楽

器
演
奏
な
ど
22
団
体
に
よ
る
オ
ン
ス

テ
ー
ジ
。
６
時
間
に
わ
た
り
、
日
頃
取

り
組
ん
で
い
る
演
目
が
次
々
と
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
の

舞
台
だ
と
い
う
出
演
者
が
多
く
、
そ
の

熱
気
と
パ
ワ
ー
は
、
客
席
ま
で
届
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
記
念
品

　

来
館
者
の
記
念
品
と
し
て
、
県
老
連

女
性
会
議
員
製
作
に
よ
る
、
津
久
井
の

組
紐
と
箱
根
の
寄
木
細
工
で
作
ら
れ
た

し
お
り
を
配
布
し
ま
し
た
。
神
奈
川
の

伝
統
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
素
敵
な
記
念

品
は
、
来
場
者
の
皆
様
に
大
好
評
で
し

た
。
ま
た
、
お

も
て
な
し
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
中

華
ま
ん
（
中
華

街
・
江
戸
精
）

が
ふ
る
ま
わ

れ
、
世
代
を
問

わ
ず
喜
ば
れ
ま

し
た
。

◆
閉
会
式

　

来
年
度
の
開

催
地
は
愛
媛

県
。
神
奈
川
県

老
連
安
藤
正
義

理
事
長
よ
り
、

愛
媛
県
老
連
鶴

本
好
副
会
長
に

伝
承
館
旗
が
引

き
継
が
れ
終
了

し
ま
し
た
。

居住地別

横浜市
58％

神奈川県
以外 15％

無回答 3％

神奈川県3政
今市以外
12％

川崎市
8％

相模原市 
4％

地域文化伝承館の印象

良かった
75％

まあまあ
良かった
24％

あまり良く
なかった 1％良くなかった

0％

老人クラブ
入会者区分

非会員  68％

会員  32％

49歳以下
27％

80歳以上
16％

80歳以上
16％

70代
26％

60代
14％

50代
15％

無回答 2％

年齢

アンケート回収数（1,611件）
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【
演�

題
１
】
神
奈
川
県
の
高
齢
福
祉

施
策
と
老
人
ク
ラ
ブ
に
期
待
す

る
こ
と

神
奈
川
県
福
祉
こ
ど
も
み
ら
い
局

福
祉
部
高
齢
福
祉
課
長 

　

�

垣
中　

直
也　

氏

　
県
内
の
高
齢
化
率
上
昇
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
地
域
の
助

け
合
い
活
動
に
対
す
る
補
助
金
に

つ
い
て
参
加
者
と
の
活
発
な
意
見

交
換
が
展
開
さ
れ
た
。

質
問
①
：
加
入
率
が
低
下
し
て
い

る
中
、
社
会
福
祉
活
動
に
期
待
で

き
る
範
囲
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
？

回
答
①
：
加
入
率
低
下
は
認
識
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
地
域
で
は

し
っ
か
り
と
し
た
大
き
な
団
体
な

の
で
、そ
の
活
動
に
期
待
し
て
い
る
。

質
問
②
：
自
治
会
、
地
域
社
協
、

民
生
委
員
な
ど
様
々
な
組
織
が
あ

る
が
、
担
当
す
る
行
政
が
タ
テ
ワ

リ
で
効
果
的
な
活
動
が
で
き
な
い
。

回
答
②
：
民
生
委
員
を
例
に
あ
げ

る
と
、法
律
上
の
役
割
の
他
に
様
々

な
活
動
を
し
て
お
り
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
と
共
通
す
る
も
の
も
あ
る
。

お
互
い
の
特
性
を
生
か
し
て
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
も
協
力
し
て

ほ
し
い
。

【
演�

題
２
】
神
奈
川
県
老
連
の
役
割

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
「
老
人
ク
ラ
ブ
の

運
営
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」の
資
料
を
基
に
説
明
。そ
の
後
、

活
発
な
意
見
交
換
。

○
役
割
に
つ
い
て

　

単
位
ク
ラ
ブ
は
地
域
密
着
型
、

市
町
村
老
連
は
単
位
ク
ラ
ブ
の
支

援
、
地
域
の
団
体
と
の
交
流
や
若

手
会
員
の
獲
得
な
ど
、
県
老
連
は

各
種
の
研
修
会
や
調
査
な
ど
３
者

の
役
割
分
担
を
認
識
し
て
今
後
も

活
動
を
し
て
ほ
し
い
。

○�

地
域
枠
を
超
え
た
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
紹
介

　
「
地
域
枠
を
ゆ
る
く
し
て
活
動
に

参
加
し
た
い
人
を
会
員
に
認
め
た

ら
会
員
数
が
倍
増
し
た
」「
趣
味
の

グ
ル
ー
プ
を
ク
ラ
ブ
と
認
め
る
の

も
一
つ
の
方
法
」「
松
田
町
は
補
助

金
対
象
で
は
な
い
が
老
連
直
属
の

趣
味
グ
ル
ー
プ
が
多
数
あ
る
」「
鎌

倉
市
は
麻
雀
教
室
が
大
変
人
気
で

会
員
が
増
え
た
」
な
ど
様
々
な
情

報
が
飛
び
交
っ
た
。

役
員
研
修
会
（
７
月
22
日
）
の
報
告
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○
厚
木
市
老
連

　

～�

活
動
資
金
が
増
え
た
ら
、 

　

会
員
は
増
え
る
か
？
～

　

平
成
30
年
か
ら
単
位
ク
ラ
ブ
と

地
区
老
連
に
「
地
域
活
性
化
推
進

事
業
」
と
し
て
助
成
金
を
増
額
し

た
。
会
員
増
強
や
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
事
業
の
活
性
化
が
目
的
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に

事
業
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

今
後
の
活
動
を
見
据
え
て

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
購
入
や

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
を
配
っ
た
と

の
報
告
が
あ
る
一
方
、
活
動
が
停

滞
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
。
荻
山
会
長
は
「
補
助
金

増
額
の
効
果
は
今
後
に
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
お
金
だ
け
で
は

な
く
『
事
業
の
中
身
』『
人
間
関
係
』

が
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
」
と
胸

の
内
を
語
っ
た
。

○�

茅
ヶ
崎
市
老
連　
「
エ
ン
ジ
ョ
イ

常
磐
町
」

　

～
コ
ロ
ナ
禍
で
単
位
ク
ラ
ブ
の

～
コ
ロ
ナ
禍
で
単
位
ク
ラ
ブ
の

減
少
が
続
く
中
、
新
た
に
立
ち
上

減
少
が
続
く
中
、
新
た
に
立
ち
上

げ
た
ク
ラ
ブ
～

げ
た
ク
ラ
ブ
～

　

自
治
会
役
員
が
交
代
し
た
の
を

機
に
、
何
か
自
分
た
ち
で
楽
し
む

会
を
作
り
た
い
と
い
う
話
が
持
ち

上
が
っ
た
。
地
元
に
は
老
人
ク
ラ

ブ
が
な
く
、
で
は
結
成
し
よ
う
と

い
う
運
び
に
な
っ
た
。

　

人
に
は「
自
分
で
や
り
た
い
こ
と
」

「
知
り
合
い
と
一
緒
に
い
た
い
こ
と
」

が
あ
り
、
ク
ラ
ブ
は
後
者
を
満
た

す
会
に
す
る
。
加
え
て
、
役
員
は

や
り
た
く
な
い
人
が
多
い
の
で
、

役
員
は
会
長
と
副
会
長
（
３
人
）

の
み
。
会
の
名
前
は
「
老
人
」
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
な
い
も
の
に
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
や
り
た
い
人

が
企
画
し
実
行
す
る
、自
主
性
型
。

　
「
気
が
合
う
仲
間
で
好
き
な
こ
と

が
で
き
る
自
由
な
集
ま
り
が
老
人

ク
ラ
ブ
だ
と
思
う
」
と
平
松
会
長

は
語
る
。「
中
心
は
会
長
を
含
め
４

人
な
の
で
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ

い
の
が
利
点
で
す
」

　

純
粋
に
「
集
ま
り
、
楽
し
む
会

を
作
り
た
い
」
か
ら
始
ま
っ
た
自

然
体
の
ク
ラ
ブ
と
い
う
印
象
を
う

け
た
。
こ
れ
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
原

点
だ
っ
た
な
、
と
再
認
識
し
た
。

そ
の
他
、
参
加
者
か
ら
の

ご
発
言
に
あ
っ
た�

次
の
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
！

ファミリーホール（葬儀場）の立派な施設を無
料で使用できる。定例お茶会の様子。

はじめてのバス旅行は30人が集まり、とても楽
しかった。
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≪横須賀・三浦ブロック≫　助成金額　60,000円
令和4年10月21日（金）逗子市　150人参加
池子の森自然公園400ｍトラック

≪湘南ブロック≫　　　　　助成金額　60,000円
令和4年11月16日（水）伊勢原市　157人参加
伊勢原市総合運動公園自由広場

≪県央ブロック≫　　　　　助成金額　60,000円
令和4年10月27日（木）海老名市　50人参加
海老名市運動公園総合体育館大体育室

≪西湘ブロック≫　　　　　助成金額　90,000円
令和4年6月2日 （木）　小田原市　134人参加
酒匂川スポーツ広場

≪足柄上ブロック≫　　　　※前年度の助成金を繰越活用
令和4年11月18日（金） 開成町　 73人参加
開成町福祉会館

≪相模原ブロック≫　　　　助成金額　70,000円
令和4年11月8日（火）相模原市　282人参加
相模原市北公園スポーツ広場

　事業開催にあたり開催老連には、「事業活動基金の活用事業であること」を明記するなどの周知をお願いしております。
　会場では参加者の皆様にも募金のご協力をいただき、ありがとうございました。
　今後とも募金のご協力をよろしくお願いいたします。

令和４年度令和４年度
ゆめクラブ神奈川事業活動基金活用のご報告ゆめクラブ神奈川事業活動基金活用のご報告
「ニュースポーツ交流の集い開催事業」   助成金 340,000円

DREAM
CLUB
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市町村老連の旅行の手配
名産品宅配サービス

☎045-730-3381

TEL 045-785-1700 
～活動基金の振込用紙～

神奈川県横浜市金沢区福浦2-1-12

株式会社 神奈川機関紙印刷所

島原手延そうめん

長崎県諫早市津久葉町 5-142

活動資金づくりの
お手伝いをしています
活動資金づくりの

お手伝いをしています

株式会社イトメン株式会社イトメン

☎0957-25-7008

OA機器・電話設備・LANシステム構築

株式会社 クレスト
☎045-439-1700 

～事務所パソコン
　ネットワーク管理～

神奈川県横浜市港北区大豆戸町393番地1

株式会社
フューチャーネットワークス

株式会社
フューチャーネットワークス

☎ 045-682-3265
～県老連のホームページ～

神奈川県横浜市西区みなとみらい2-3-5
クイーンズタワー C14F

https://www.fnet.ne.jp/

株式会社豊受
「スマホ活用講座」実施中

0120-861-098

い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

私
た
ち
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
の
趣

旨
に
ご
賛
同
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
賛
助
会

員
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ゆめクラブ神奈川ゆめクラブ神奈川

活動アラカルト活動アラカルト
　写真で紹介
　写真で紹介

関東甲信越静ブロック
老人クラブリーダー研修会

（新潟県湯沢町）

6月23日
〜24日

神奈川県老人クラブ等 
功労者のつどい

（神奈川県庁大会議場）
12月1日

高齢者の健康づくり・
生活支援セミナー

（新霞が関ビル「灘尾ホール」）
12月2日

全国老人クラブ連合会
60周年記念大会

（両国国技館）
11月8日

（左から）：福地（県老連）、相崎（綾瀬市）、安藤（相模原市）、
中村（真鶴町）、小川（南足柄市）、石黒（相模原市）、
山崎（葉山町）、板倉（相模原市）※敬称略

（後列左から）：鈴木（南足柄市）、田澤（相模原市）、勝又（箱根町）、
佐々木（横須賀市）、福住（箱根町）、木村（清川村）、
中村（茅ヶ崎市）、川松（三浦市）、矢吹（山北町）、樋口（南足柄市）
（前列左から）：山田（藤沢市）、浦山（箱根町）、安藤（相模原市）、
山崎（葉山町）、板倉（相模原市）、福地（県老連）※敬称略

南足柄市老連から
鈴木氏、高原氏が
参加。
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